
 
 
 
 
 

 

 

 

佐倉国際交流基金（SIEF）では、日本語が得意ではない外国人のために日本語講座を開
催しています。今回は、昨年開設した小中学生（外国人）対象の「AIUE さくら」をご紹
介いたします。 

 
梅雨の晴れ間の 6 月 9 日に、「AIUE さくら」にお邪魔をしまし

た。「AIUE さくら」は、千代田・染井野ふれあいセンターの一室
で、毎週土曜日、日本語の苦手な小中学生に「勉強の場」を提供し
ています。昨年 4 月に開始。開設当初は、数名の子どもだけでした
が、友達を誘ったり、口コミで参加者が増え、今では、10 名以上
の子どもが参加しています。お手伝いいただいているボランティア
は、8 名ですが、飛び込み参加の子どもにも対応できるよう常時 6
～7 名が交代で担当しています。 

 
コーディネーターの前川さんは、「日本

語が苦手な子どもたちは、学校で、地域で淋しい思いをしている
ことが多いので、勉強はもちろんですが、ここが居場所・居処に
なってくれればいいと思います。学校の先生以外、日本人の大人
と接することがほとんどないし、正しい日本語を聞く機会も少な
いので、ここで、より正確な日本語を覚えてほしいです。 
子どもの日本語の習熟度は、驚くほど速いですが、個人差があ

りますので、それぞれの子どもに合わせて、マンツーマンで教え、参加人数が多いときは、
前後半の 2 部制にして対応しています。また、勉強の合間には、けん玉や、算数クイズな
どを入れて、飽きない工夫もしていますし、7 月末には、お楽しみ会を予定しています。」 

 
ますます増えている外国につながる子ども達にとって、「AIUE さくら」が地域の「居場

所・心の拠り所」としてお役にたつことを期待したいと思います。 
 
11 月 11 日は、日本語講座運営委員会で「日本語講座のつどい」を開催予定です。皆さ

んのご来場をお待ちしています。（インフォメーションでご案内しています） 

 
 

 

 

        
 

  

 

小中学生の日本語教室 
「A I U E さくら」 
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2018年 ７月発行 

外国人のための日本語講座 
・志津コミュニティセンター  毎木曜日  10:30～  初級～中級 

                  13:15～  入門～中級 

15:00～  入門～中級 

・佐倉中央公民館       毎日曜日  9:20～   入門～中級 

・ミレニアムセンター佐倉   毎金曜日  19:00～   入門～中級 

・レインボープラザ佐倉    隔週土曜日 10:00～  

※日本語サロン 日常の体験・経験を通して日本語の勉強   

・千代田・染井野ふれあいセンター  毎週土曜日 10:00～   

※AIUE さくら  小中学生を対象に日本語の勉強 

◎申込・お問合わせは事務局まで 

（TEL：043-484-6326 Mail：info@sief.jp） 

 

公益財団法人  
佐倉国際交流基金  



 

2012 年に始まったイングリッシュサロンは、英語をとおして外国人との会話を楽しむサロン
です。5 月～3 月までの 10 回コース、20 回コースが始まりました。６月のトピックスは、偶々
会いたい人（死亡、生存関係なく）で、８名出席者のうち２名が、「テレサ・テン」でした。フ
ァシリテターは、彼女のことはあまり知りません。発表者、出席者が、わいわいと質疑応答し
ました。皆、よく話しました。これが目指すサロンなのかと実感です。 

  
英語学校では、ありません。ＣＤで聞くことは訓練できますが、話すには相手が必要です。

自分なりの力で、他人を気にすることなく話す、させる雰囲気が重要と思います。 
 
ファシリテターは、出席者全員が発表できるように時間配分を、考慮しています。雰囲気作

りを大切にすることが、私たち運営委員会の希望です。 
 
回を重ねるごとにサロン参加者同士が、親しくなり、12 月 1 日（土曜日）は恒例のクリスマ

スパーティを開催します。昨年は、佐倉市在住の外国人を招き楽しい会になりました。来年は、
ぜひ参加頂き、一緒に楽しみましょう。来年度の応募をお待ちしています。(運営委員長 下條) 

 

 

 

 

佐倉市国際文化大学は、市民が国際的な視野で物事を考え、国
際人として活動することができるように、平成 2 年（1990 年）に
開講し、来年で開学 30 周年を迎えることになります。 

これまで佐倉市在住・在勤の皆様を対象に受講生を募集してき
ましたが、講座のことを知った周辺市民から「佐倉市民以外にも
開放して欲しい」という声にお応えし、これを機に佐倉市以外の
皆様にも開放することになり、今年度から佐倉市以外からも募集
することになりました。 

 

これまで公益財団法人佐倉国際交流基金代表理事を兼ねて、ご
尽力頂いた宍倉昌男前学長のご勇退に伴い、新たに一橋大学教授、
諏訪東京理科大学学長を歴任された片岡寛氏を学長に迎え、新学長の下、去る 5 月 19 日（土）
佐倉市中央公民館に於いて、2018 年度開講式を挙行いたしました。 

今年度受講生 103 名の皆様に対し、片岡学長から歓迎の意を込めて式辞が述べられ、「講師の
講義を聴くだけでなく、希望者を対象とした『ゼミ学習』という課外学習の場を通して自分た
ちで決めたテーマに対し、自主的な調査研究を行う学習を進めたい」との決意表明もありまし
た。 

今年度も引き続き、国内外の政治・経済・文化の面から国際交流に必要な知識を学習するカ
リキュラムとして、12 月 1 日（土）の修了式まで全 22 回の講座を用意し、受講生の旺盛な学
習意欲にお応えいたします。                     （総務部長 青柳） 

 

 

片岡学長 式辞 

「佐倉市国際文化大学」 

 

Jane さんクラス 受付風景 Matthew さんクラス 

 「イングリッシュサロン」 

 

外国人と英語でコミュニケーション！ 

 

Damien さんクラス 

国際情勢・国内外の政治経済を学ぶ 

 



片岡学長 挨拶 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

◇国立歴史民俗博物館 
ニッポンおみやげ博物誌 【企画展示室 A・B】     

会期：   2018年 7月 10日 (火) ～9月 17日 (月祝)  
会館時間： 午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）  
休館日：  月曜日（休日の場合は、翌日が休館日となります。） 

 
8月 13日（月）は開館します。*最新情報は、HP 等でご覧下さい。 

 インフォメーション （SIEF 事業予定） 

 

◆佐倉国際スピーチコンテスト 

開催日時： 2018 年 9月 30日（日）9:30～17:00 
会  場： ミレニアムセンター佐倉 大ホール 
参 加 費： 無料 
対  象： 小学生（英語）    先着 90名 

中学生（英語）暗唱 先着 25名  
創作 先着 10名 

応募受付： 7月 2日（月）～7月 31日（火） 
   申込フォーム（ホームページ） 

※ コンテストは中学生のみ 
※ 原則佐倉市在住（参加者全員に図書カードなどが贈られます。）

 

◆日本語講座のつどい 

開催日時： 2018年 11月 11日（日）13:00～16:00 

会  場： ミレニアムセンター佐倉 大ホール 
参 加 費： 無料 
内  容： 日本語によるスピーチの部（予定） 

交流の部（お国の踊りや唄など）（予定） 
※ 第 2回目で、より楽しい企画を用意しています。 

出演者・スタッフ一同お待ちしています。 
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 ご 案 内 

 

昨年 小学生の部 

◆佐倉市国際文化大学 公開講座 

 （佐倉国際交流基金 30周年記念事業） 

開催日時： 2018 年 10月 20日（土）13:30～15:00 

会  場： 国立歴史民俗博物館 講堂 

参 加 費： 無料 

内  容： 食物と自然の秘密 －食と自然との関わりを再考する－ 

講師 西谷 大氏（国立歴史民俗博物館 副館長） 

申し込み： 不要 先着 250名 

佐倉国際交流基金は、1988年 11月に、外国人の方にも住みやすい多文化共生社会の

実現をめざして佐倉市の出資と市民のご寄附によって設立され、今年で 30周年を迎

えます。これも、役員、ボランティア、賛助会員として支えて下さいました多くの

市民の皆様のご協力、ご努力のお蔭です。各事業をとおして、上記の 

「公開講座」など、皆様にお礼をお返しできればと思います。 

 



《ここから》 1994 年 個人蔵 
© Bridget Riley 2018, all rights 
reserved.Courtesy David Zwirner, 
New York/ London. 

 
 

   DIC 川村記念美術館は、化学メーカーの DIC株式会社が運営

する美術館として、1990年 5月、総合研究所に隣接する地に

開館しました。 

17世紀のレンブラントから、モネ、ルノワールなどの印象派、

ピカソ、シャガールなどの西洋近代美術、そして珠玉の 20

世紀アメリカ美術まで、幅広いコレクションを常時展示する

とともに、年に数回、企画展も開催しています。 

館内展示室の奥にある茶席では、美術鑑賞の合間に抹茶と季節の和菓子をお楽しみい

ただけます。また、緑豊かな庭園での自然散策もおすすめです。 

〒285-8505 佐倉市坂戸 631  HP: kawamura-museum.dic.co.jp 
 

◇ゆらぎ ブリジット・ライリーの絵画（開催中） 
会期：     2018年 4月 14日（土）～8月 26日（日） 
開館時間： 午前 9時 30分～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 
休館日：  月曜（ただし 7/16は開館）,7/17（火）   
概要：  ブリジット・ライリー（1931～）は、幾何学的パターン      

によって画面に動きをもたらす抽象絵画で知られるイ
ギリスの芸術家です。1990年代から世界的に再評価が高
まっているライリーの日本で 38 年ぶりの展覧会となり
ます。  *最新情報は、HP等でご覧下さい。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 詳しくは、SIEF  HP(http://www.sief.jp)をご覧ください。 

○外国人のための生活相談 

電話相談、状況によって面談を。行政などの依頼を受けて、相談員と登録ボランティア

が行政や他の外国人支援団体などと協力して、外国人に対する直接支援活動を実施して

います。  スペイン語・英語・中国語   時間：10:00～16:00  場所：事務局 他 

※ 事前の予約は、事務局まで（電話・FAX 043-484-6326 メール info@sief.jp） 
 
 

１ 国際相互理解推進事業        ３ 外国人支援事業 
○公開講演会              ○外国人のための日本語講座 
○佐倉市国際文化大学          ○外国人のための生活相談                   
○佐倉国際スピーチコンテスト     ４ その他附帯事業 
○イングリッシュサロン         〇国際交流ボランティア活動 

２ 国際交流活動支援事業         〇後援事業 
〇国際交流団体へ助成          〇国際交流活動等情報提供       

               

収入の部                   支出の部 
基本財産運用収入 3,259,972             事業費           7,179,735 
会費収入      528,000          管理費          1,259,795 
事業収入     4,600,000          経常費用計       8,439,530 
雑収入         5,615           
寄附金（協賛金）   70,000 
経常収益計    8,463,970          当期一般正味財産増減額    24,440 

◇2017年度決算のあらまし（佐倉市よりの受託事業を含む） 

 
公益財団法人 佐倉国際交流基金 事務局 (SIEF) 

〒285-0025 佐倉市鏑木町 198 番地 2 レインボープラザ佐倉 2F 

電話・Fax 043-484-6326（月～金 9:00～17:00） 

HP: http://www.sief.jp      Email:  info@sief.jp 

 事業・収支報告 

 

賛助会員紹介 DIC 川村記念美術館 


